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印象に残った身体部位 1.上肢 2.下鼓 3.頭





































































































表運ど現動うJに思対うしか¥て¥¥ ¥¥¥ ¥¥¥¥ 
無E答
強く患う 思う 余り患わない 全く思わない
経験有経験無経験有経験無 経験宥経験無経験有経験無 経験有経験無
① 題を聞いてこんなふうに動こう
0.0 0.0 100.0 23.1 0.0 19.2 0.0 11. 5 0.0 46.2 と思いついた。
② 題を需いていろいろな場面が思
50.0 7.7 50.0 34.6 0.0 19.2 0.0 3.8 0.0 34.6 い浮かんだ。
③ 自分のイメー ジ、iこ合ったいろい
50.0 0.0 50.0 15.4 0.0 30.8 0.0 15.4 0.0 38.5 ろな動きを見つけた。
③ 友だちと協力して運動した。 0.0 11. 5 100.0 46.2 0.0 34.6 0.0 7.7 0.0 0.0 
⑤ 高ずかしがらずに運動した。 0.0 7.7 0.0 42.3 100.0 26.9 0.0 23.1 0.0 0.0 
⑤ 力いっぱいに運動したc 50~0 7.7 50.0 19.2 0.0 50.0 0.0 15.4 0.0 7.7 
⑦ 自分の動きや作品のよさがわか
0.0 0.0 50.0 7.7 50.0 23.1 0.0 23.1 0.0 46.2 ったc
③ 友だちの動きや作品のよさがわ
50.0 7.7 50.0 19.2 0.0 15.4 0.0 19.2 0.0 38.5 かった。





























































強く思う 思う 余り思わない 全く思わない
学習前学習後学習語学晋後 学習語学習後学習前学奮後 学習語学習後
。題を開いてこんなふうに動こう
0.0 17.9 28.6 64.3 17.9 14.3 10.7 3.6 42，9 0.0 と思いついた。
@ 題を開いていろいろな場面が思
10.7 17.9 35.7 60. 7 17.9 17.9 3.6 3.6 32.1 0.0 い浮かんだ9
③ 自分のイメージ、に合ったいろい
3.6 28.6 17.9 42.9 28.6 21.4 14.3 7.1 35.7 0.0 ろな動きを見つけた。
③ 友だちと協力して運動した。 10.7 50.0 50.0 39.3 32.1 7.1 7.1 3.6 0.0 0.0 
⑤ 恥ずかしがらずに運動した。 7.1 39.3 39~3 46.4 32~1 7.1 21.4 7.1 0.0 0.0 
⑤ 力いっlまいに運動した。 10.7 21.4 21.4 57.1 46.4 17.9 14.3 3.6 7.1 0.0 
⑦ 自分の動きや作品のよさがわか






























































した。 3時間と 4時間自には 7割以上の者が， rとて
も役に立った」または「役に立った」と回答した。その
理由は，表8，表9，表10，表11に示した遥りであり，









1~*~ト とても楽し 楽しかった 余り楽しく 全く楽しく とてもf支に 役に立った 余り役;こ立 全く役に立かった なかった なかった 立った たなかった たなかった
1時間自 33.3 33.3 33.3 
2持罰百 38.1 23.8 33.3 
3持問自 33.3 42.9 19.0 
















47.6 42.9 0.0 9.5 
42.9 42~9 9.5 4.8 
28.6 42.9 28.6 0.0 





















































































































学習者が選択した運動は 表12の通りである o 1時間巨
から 4時間自まで，いずれのグループも発表した作品














で発表した l分間の作品数辻， 23作品である O その内18
作品は， 11冨の系列運動であったが，その系列運動を数
回くり返し，空間構成を工夫していた。また， 23作品の
















¥¥ 題材 グループl グループ2 グループ3
1時間自 火山 7 2 5 




3時障自 たつまき 5 
ブワザード 4 
たつまき 4 














グループ4 グループ5 グループ6 小計 合計 平均
4 5 4 27 27 4.5 
6 5 7 26 
30 5.0 
4 
5 3 11 













ドヨ子一一一一一一!グループ数 1 % I 
11 1ジャンプ 1 6 100 I 
一万一
2 震這い{前進・後退〉 4 67 4 横転 50 
3 四肢支持歩行 3 50 5 ~tlれ込み 50 
4 讃転 (イ申脚) 3 50 
6 伏臥話進 50 
5 囲転ジャンプ 2 33 







単二言語一一一一一一一一一 グルー プ数 % 
単二通一一一一一一一一一 グルー プ数 % 
I ゆっくち歩く 2 50 
2 走る 2 50 
1 走る 5 100 
3 {弼れ込み 2 50 
2 ( 1入で)立位自転 4 80 
4 ジャンプ額lれ込み 2 50 
3 震で冨転 4 80 
5 ( 1人で〉囲転 2 50 
4 ジャンフ 2 40 
6 ( 2λで〉自転 1 25 
5 両手横回転 2 40 
7 ( 3人で〉自転 1 25 
S 滑り込み 2 40 








単二五証一一一一一一一一一 グルー プ数 % 
1 横転 2 67 
2 ジャンプ 2 67 
3 両手横で居転 2 67 
4 走る l 33 
5 清り込み 1 33 
8 回転ジャンプ 33 
7 2人組で匝転 1 33 
国12 r火山の嬢発jの一場歪
8 5人組で匡転 1 33 
表16 rかみなりJで選択された単一運動
(%1ま 2グループに対して占める割合)
単三五一一一一一一一一 グルー プ数 % 
l ジャンフ 2 100 
2 四肢震動 1 50 








¥¥¥ 火出 うず(%) 台風(%) たつまき
姿勢変化 4(14.8) o (0.0) o (0.0) 3(17.6) 
水平移動 8(29.6) 10(38.5) 2 (18. 2) 5(29.4) 
E転移動 4(14.8) 14(53.8) 6 (54.5) 7(41.2) 
上下運動 10(37.1) 2 (7. 7) 3(27.3) 2 (11. 8) 
操作的運動 1 (3~ 7) o (0.0) o (0.0) o (0.0) 






¥¥¥ 火出(%) うず(%) 台風(%) たつまき(%)
身 上競 o (0.0) o (0.0) 。(0守0) o (0.0) 
体 下肢 o (0.0) 2 (7.7) o (0.0) 1 (5.9) 
の
部 頭 o (0.0) o (0.0) 。(0.0) o (0.0) 














かみなり ブリザード たき オーロラ 合計(%)
2 (25. 0) 0(0.0) 2(28.6) o (0.0) II (10. 9) 
2(25.0) 2(50.0) 2(28.6) o (0.0) 31 (30.7) I 
1 (12. 5) 1(25.0) 3(42.8) o (0.0) 36(35.6) 
2(25.0) 1(25.0) 。(0.0) o (0.0) 20(19.8) 
1(12.5) o (0.0) o (0.0) 1 (100. 0) 3 (3.0) 
8 (100) 4 (100) 7 (100) 1 (100) 101 (100) 




かみなり(悟) プワザー ド(%) たき(鴨) オー ロラ(%) 合計(%)
o (0.0) o (0.0) o (0.0) 。(0.0) o (0.0) 
o (0.0) O (0.0) o (0.0) o (0.0) 3 (3.0) 
o (0.0) o (0.0) o (0.0) 。(0.0) o (0.0) 





























































































































時間的講造，広島大学総合科学部紀要 VI， 1 
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